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仁
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寺
　
研
　
究
　

余
　
滴
－

昭
和
三
十

三
年
度
よ
り

向
う
数
ヶ

年
の
計

画
で
、
研

究
所
の
右
三
部
門

が
主
体

と
な
り

、
仁
和
寺
の
研
究
に
着

手
、
今
年
度
は
特
に
文
献
資
料
の
蒐
集
に
全
力
を

注
ぐ

こ
と
と
し
、
同
年
十

一
月
よ
り
一
週
間

宛
三
回

に
わ
た
っ
て
仁
和
寺
所

蔵
の

古
文

書
・
記
録
等
の
調

査
を
行
っ

た
。
今
回

調
査
の
対

象
と
し

た
の
は
御
経
蔵
・

塔

巾
蔵
の
一
部
で
、
霊
宝
館
の
も
の
は
全
く
手
を
触
れ
得
な
か
っ

た
。
調
査
の
重

点

を
置

い
た
の
は
仁
和
寺
史
研
究
上
特
に
重
要

な
古
文

書
、
記
録
、
寺

誌
（

縁
起

を

含
む
）
、
絵
図
、
図
像
等
で
、
そ
の
他
の
経
典
聖
教
類
に
は
殆
ど
手

を
着
け

る
こ

と

が
出
来
な
か
っ

た
。
又
古
文
書
、
記
録
等
に
つ
い
て

も
、

調
査
し
え

な
か
っ

た

も
の

は
極
め
て
多
く
、
三
十
四

年
度
以

降
も
調
査
を
継

続
し

て
文

献
資
料
の
蒐

集

に

努
め
る
と
共
に
、
こ
れ
と
併
行
し
て
研

究
を
進
め
る
予
定

で
あ
る
。

過
去

三
回
の

調
査
に
よ
っ

て
、
未
公

刊
の
仁
和
寺
諸
記
録

類
多

数
を

調
査
収
録

す

る
と
共
に
、

さ
ら
に

学
界
未

紹
介
の

中
世
以
前
の

古
文
書
四
百

余
通
を
発
見
し
、

こ

れ
が
雅
理
調

査
に
当
っ

だ
の

を
始

め
、
図

像
・
儀
軌
等
に

も
心
覓
系

統
の

も
の

が

数
多

く
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
を

碚
め
、
又
現

在
の
仁

和
寺
と
は

直
接

関
係

も
な

い

が
、

金
峰
山
・
当

麻
寺

等
の
諸
寺
の
縁
起
の
貴
重
な
古
写
本
や
、
明

恵
上

人
の

高
山
寺
に
お
け

る
庵

室
の
指
図
等
を
も
発
見
す

る
と
い
う
思

わ
ざ
る
副

産
を
得

る

こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
う
ち
明
恵
上
人
の
高
山
寺
庵
室
指
図
に
関
し
て
は
、
本
号

諸
　
寺
　
縁
　
起
　
四
　
種

建
築
・
絵
画
・
古
文
書
室

に
建
築
研

究
室
杉
山
技
官
か
ら
詳

細
な
研

究
と
共
に
報
告

が
行
わ
れ

た
。

こ
こ
で

は
さ
ら
に
、
直
接
仁

和
寺
に
関
係
は

な
い

が
内
容
的
に
も
興
味

か
お
り
、
書
写
年

代
の
古
い
金
峰
山
、
当
麻
寺
、
明
通
寺
、
橘
寺
の
四

つ
の
縁
起
類
を
選
ん
で
全
文

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
〔
こ
の
調
査
は
昭
和
三

十
三

年
度
文

部
省
科

学
研

究

費
交
付
金
（

機
関
研
究
）
を
得
た
研

究
題
目
「

古
文

献
資
料

の
調
査
研

究
井

に
写

真
に
よ
る
資
料

の
蒐
集
」

の
一
環
と
し

て
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
］

一

金

峯

山

本

縁

起

一

巻

紙
本
墨
書
、
巻
子
本
、
平
安
後
期
（
長
承
二
年
）
写
本

縦

回
ふ

りヨ
　
紙
数
２
紙
　（
塔
中
蔵
第
四
四
箱
の
中
）

こ
の
縁

起
は
熊
野

か
ら
吉
野

に
至
る
大
峯
山
上
の
宿
を
中

心
に
、
ご

く
簡
単
な

縁
起
が
記

さ
れ
て

い
る
。
宿

の
数
は
「
一
百
二
十
口
」

と
あ
る
が
、
実
際

に
記

載

さ
れ
て

い
る
の
は
八
十
一
ヶ
所

に
過

ぎ
な
い
。

こ
の
宿
所

の
数

お
よ

び
名
前

に
つ

い
て
は
「

証
菩

提
山
等
縁
起
」
　（

日
本
大

蔵
経
所
収
）
と

も
相
違

が
見
ら

れ
る
。

本
書
の
類
品
は

少
く
と

も
刊
本

に
は
見

ら
れ
ず
、
し

か
も

そ
の
成
立
は
奥
書
か
ら

も
知

ら
れ
る
如
く
長
承
二
年
（
１
１
３
３
）
以
前
で
、

金
峯
山
乃
至
大
峯
山
関
係
史
料

と
し
て
は
最

も
古

い
も
の
の
一

つ
と
し
て
注
目
す

べ
き
も

の
と

考
え
ら

れ
る
。

な

ｊ夕
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お
本
書
の
宿
名
に
は
振

仮
名
の
あ

る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
す

べ
て
収
め
た
。

句
読
点
は
原
木
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
便

宜
上
筆
者

が
加
え
た
も

の
で
あ

る
。

巻

首
に
「
心
蓮
院
」
巻
末
に
「

仁
和
寺
、
心
蓮
院
」
の
長
方

朱
印

が
あ

る
。
表
紙
お

よ
び
軸
は
後
世
の
修
理
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

金
峯

山
本

縁
起
　
　
　
　

冂

大
峯

宿
員
　
　
　

凡

二
目
二
十
口

但

仏
生
国

皀
、

熊
野

権
現
者

彼
国
口
口
口

赤
日
本
三
菩

俔
峯

顕

―

於

停
や
・
又
并

碚
黔
熊
野
。
権
現
二
小
万

、
行
者

金 峯 山木 縁 起（巻 竚）

権

現
二
奉

問

、

軛

現

夢

三
告

日

冫
、

此
峯

口

百

廿

。
宿

所

で

、

汝

未

知
哉

、
我

汝

。・
示

サ
ム
ト
丶

ノ

熊

野
山

宿
　

西

方

峯

と
　

粟

谷

ｔ
　
　

八

重

ｔ
　
　

備

別

所

だ

さ

ｒ

ｙ

Ｉク
ｙ

コ

‐辷
‘
ｙ
一

邪

り
句

、’、

扣
”
西
　
　
　

川
　
　
　
　
　

よヽ
　
　
　
　

・
に
　

ぶ

金
剛
田
翰

だ
般
若
ｔ

が
…叩
井

々
　
玉

水
‰
「
罰

√

Ｍ

ｔ

式
ｙ

タ
ウ

ケ

道

”
気

”
牋

白

引

爿

］
処
也

似

ド

目

ｔ
　

霧

ｔ

り

ぷ

道
≒
「
タ
フ

プ
（

”
重

ｔ

崔

訛

輪

乱

一
峨

お

゛

ワ
　
　
　
　
　
　

９
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ
ｊ
‥

瑠

璃

七
　
　
党
翰

と
　
　
寄

ｔ

水

飲

ｔ

ム
ーフ
ヲ

村

尼

ｔ

高

座

ｔ

ア
メ
キ

雨

来

た

五
胡

と
　
　

塔
印
ｔ

智
恵

と
ロ

タ
カ
心

池
峯

と

ご
ｆ
紆
ｔ
Ｅ
小

多
宝
ｔ
今
持
経
者
也

靴

ぎ
「
ｙ

ｔ

彬

し
又
如
来

夕

影
ｔ
又
覚
輪
　
　
　

卜
氷
讚

ず

今
池
ｔ

似
卍
唹
ｔ
　

化

行
寺

と
　
或

清
ｔ
今
神
仙
ｔ

フ

カ
深り

空
鉢

り
と
今
絋
畆
″

証
難
Ａ
Ｅ
背

教
経
≒

浜

中
絎
ｙ
「
禅
宍
　

牝
法
矢
石

耻
路
ｔ
木
名
大
乗

教
法

‰
「
剛
汾
　
池

七
配
一
野
　

劉

ヤ

コ
イ
｝
　
　
　
　
　

ヨ
コ
ヲ

ト

皀

ｔ
　
　
　

苗

己

苟

’
ノ
ー゙
″Ｌ
　
　
　
　
　

４

八

并

虱

‰

一
宿
也

廿

巾
］
ｔ

↓
亠
Ｊ
　
　
　
　
　
　

、’冫１

五

大

竚

と

ヵ
ｔ
力
ヶ

鎰

懸

と

欄
１

≒

小
行
者
　

絋
妨
叺
い

小
宿
と
又
脇
ｔ
　
　

刻
刻
々

今

小

篠
努

昌

行
仙
ｔ

漢
似

ム

四

回

剛

お
氣

石
り
林
り
と
今
鞍
懸

智
”
有

と
今
寺
御
恩
　
　

老
仙
ｔ
今
祇
園

抄
し

今
七
高
が
ｙ
ｙ
「
む
刷
胆
了
　
　

右
絋
ご

守ｒ

法
浄
仙
‰

乱
尠

２θ
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縁
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末 ）金　峯　山　本　緑　起　（巻

鈴
光
三
童
子
し
泪
鄙

広
Ｊ
Ｗ
繋

戒
経
仙
≒

欝

長
峯

法

乢

老
″
’ｔ

今
河
西

乂

王

孰

仙

ｔ

役
行
者
七
生
行
人
、
七
生
之
度

金
剛

蔵
王
こ

奉
顕
行
、

又
大
峯
奉
立
千

塔
供
養
、
埋
大
日
。
卒

。
申

。、
其

塔
。
講
師

太
唐
海
岸
寺
。
北
斗

和
尚
卜
中
夷
大
師
、
其
口

。
読
師
（
伊
与
国

人
智
延
大
師
、
大
唐
廿
人
仙
人
之
中

第
三

之
仙
人

云

々
、

舟
生
大
明

神
示

現
大
師
其

言
日
．、

本
鮪
盧
迴
那
　

安
住
法
性
占
　

利
生

如
一
子
　

故
現
婦
女
身

云
々

長

承

二

年

二
月

十

二

日
写

了

執

筆

僧

（

花

押

）

（
別
筆

）「

両

山

峯

先

達
行

延

」

コ
　

当

麻

寺

縁

起
　
　
　
　
　
　
　

一

帖

紙
本
墨
書

、
折
本
装
、
室
町
初
期
写
本

縱

２
２
.　２ｃ
ｍ
　

横

１
４
.　Ｏｃ
ｍ
　

紙
数
８

枚
（
1
6
折
）
　（

御
経
蔵
第
九
三
箱
の
中
）

巻

首

三

折

に

、「

書
札

礼

事

」

を

写

し

、

そ

れ

に
引

続

い

て

「

当

麻

寺

縁

起
」

が

写

さ

れ

て
い

る

。

こ

の
両

者

は

別

筆

で

、

前

者

を

記

し

た

残

の

紙

を

そ
の

ま

ま

利

用

し

た

も

の
で

あ

る

。

巻

首

の
「

書

札

礼

事

」

は

弘

安

八

年

十

二
月

二
十

二

日

に

定

め

ら

れ

た

「

弘

安

礼

節

」

の

一
部

で

、

同

書

の
「

書

札

礼

之

事

」

の
前

半

部

に

当

る

。

こ

の

部

分

の

書
写

は
書

風

か
ら

推

し

て

南

北

朝
時

代

頃

の

も

の

と

推
定

さ
　

Ｊ

れ

る

。

こ

れ

は

弘

安

礼

節

の

ご
く

一

部

分

の
写

し

に

過

ぎ

な
い

が
、

同

書

の
占

写
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本

の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
出
来

る
。

当
麻
寺
縁
起
は
「

書
札
礼
亊
」
の
書
写

よ
り
稍
下
っ

た
時
代

の
写
し
と

考
え
ら

れ
、
南
北
朝
乃
至

室
町
時
代
初
期
頃

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
本
書
巻
末

に
は
、

建

長
五
年
四
月
二
十
五
日
に
京
都
四
条
坊
門
西
洞
院

に
お
い
て
書
写
し
た
旨

の
写

本

奥
書

が
あ
り
、

こ
の

縁
起
の
成

立
は
そ
れ
以
前
な

る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
更

に
末
尾

に
は
「
付

私
云
以
此
本
大
曼
陀
羅

堂
為
修

理
之
勧
進
帳
ご
　

と

あ
り
、
本

縁

起
が
忤
ら
れ
た
の
は
当

麻
寺
大
曼
陀

羅
堂
修
理
の
勧
進
帳
と
し

て
で

あ
っ

た
こ

と

を
示
し

て
い
る
。
建
長
以
前
に
行
わ
れ
た
曼
陀

羅
堂
の
修
理
で
時
期
の
明
な
の

は
仁
洽
三
年

の
大
修

理
で

あ
り
、
本

縁
起
が
作
ら
れ

た
の
は
こ
の

時
と

考
え
て

差

支

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

管
見
の
範
囲
で
は
刊
行

さ
れ
て
い
る
当
麻
寺

縁
起
又
は
当

麻
曼
陀
羅

縁
起
は
勿

論

、
そ
れ
以
外

の
も
の
で
も
、

本
書
の
類
品

は
見

ら
れ
な
い
。
そ
れ
故

本
書
の
全

文

を
紹
介
す

る
こ
と
は
あ

な
が
ち

無
意
味
な

こ
と

で
は

な
い
と
思

う
の
で
、

あ
え

・て
こ
こ
に
掲
げ

る
こ
と
に
し
た
。
な
お
本
書

に
は
ま
ま
振
仮
名
、
送
仮
名
、
返
点

が

加
え
ら
れ

て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
割

愛
す
る
こ
と
に
し

た
。
句

読
点
は
原

本
に

は

見
ら
れ
な

い
が
、
便

宜
上
筆
者

が
加
え

た
も
の
で

あ
る
。

（
表
紙
表
題
）

「
大

和

国

当

麻

寺

縁

起
」

書
札
礼
事

亀
山
院
御
執
政
之
時
比
定
之

一
大
臣
奉
執
柄
四
大
謹
言

遣
大
納
言
皿
匹

已

遣
参
議

散
二

位
三
位
四
大
四
　

遣
蔵
人
頭

可
被
之
状
如
件

遣
雲
客
如
之
鍵
　

遣
大
外
記
大
夫
史
奉
書

一
大
納
言

奉
親
王
皿
皿
皿
皿
人
々
御
中
　
奉
執
柄
同
親
王

乖

大
臣

乱
皿
謹
言
　

遣
中
納
言
皿
一
心
謹
言
　

遣
参
議
散
二
位

三
位
皿
よ
　

遣
蔵
人
頭

恥
ご
に
匹
名
字
　

遣
四

位
雲
客
大（

件

遣
五
位
雲
客
班
如
件
　

遣
地
下

諸
大
夫
皿
皿
五
位
　
同
五
位

遣
五
位
外
記

史
ぺ
被
状
如
件

一
中
納
言
奉
親
王
立
皿
雛
謹
言
　

奉
執
柄
同
親
王
　

奉
大

臣
皿
皿
皿
皿
言

遣
大
納
言
皿
皿
皿
皿
　

遣
参
議
散
二
位
三
位
謹
言
　

遣
蔵
人
頭
四
皿
皿
件

遣
四
位

雲
客
同
蔵
人
頭
　

遣
五
位
雲
客
四
如
件
　

遣
地
下

諸
大
夫
匹
皿
皿
如
件

遣
五
位
外

記
史
匹一
被
之
状
如
件

一
参
議
散
二
位

三
位
奉
大
臣
立
皿
皿
謹
言
　
或
子
息
　
奉
大
納
言
づ
四
如
件

奉
中
納
言
執
啓
　

遣
蔵
人
頭
四
皿
　

遣
四

位
雲
客
同
蔵
人
頭

笠

位

百

雑

で

隻

に
Ｊ

大
轟

飯

雛

ご

娶

莅

外
蛋

翦

顋

氛

人
頭

奉
大

贔

齟

禦

鸚

離

奉
大

彷
五

訌

贊

Ｊ‘
　１
ｈ
１
　
謹
言
上
啓
　

遣

‘ゝ
議
散
二
位
三
位
執
啓

奉
ｑ

舶
言
恐
惶
謹
言
　

ヽ

参
・
　
　
　
　

恐
々
謹
言

大
和
国
当
麻
寺
縁
起

一
当
麻
寺
実
名
禅
林
寺

右
当
寺
者
、
用

明
天

皇
第
三
御
子

麿
子

親
王
建
立
之
伽
藍
也
、
粗
劼
流
記
、
聖
徳

太
子
麿
子
親
王
者
分
形
気
之
兄
弟
也
、
浜
以
親
昵
之
儀
重
、
互
談
真
俗
之
深

理
、

即

太
子

勧
云

、
仏
冂
流
西
、
梵
風
扇
東
、
以
来
漢

土
白
馬
寺
教
釈
伝
辰
旦
之
曵
、

２２



我

朝
青
竜
地

仏
法

弘
囗
本
源

皀
、
当
知
伽
藍

者
三
宝
依
処
、

精
舎

者
万

善
根
元
者

歟
、
唯
願
且
為

紹
隆
三

宝
、
且
為

済
度
群
生
、
逵

基
立
当
塔
、

宜
興
行
仏
法
云
々
、

因

之
親
王
依

父
子

孝
命
ヽ

推
占
天

皇
二

十
年
皿
未
ヽ

経
奏
聞
下

宣
旨
ヽ

其

状
云
ヽ

因

紕
法

隆
寺
宜
為

御
願

寺
、
其

後
疑

信
心
始
土
木

営
、
傾
産
口

終
成
風
之

功
、
金

仝

、
講

堂
、
鐘
楼
、
経
蔵
、
二

基
廟
、
三
面

憎

房
、
宝
蔵
、
大
門

等
皆
悉
造
立
供
養

畢

、
又
別
奉
鋳
救
口

観
音
形

像
一
躰
、
被
安
置
口

庫

、
即
以
寺
号
万

法
蔵
院
矣
、
一

ぶ
当
寺
遷
作
他
所

事
、

右
建
立
之
後
経
六
十
一
年
、
天

武
天

皇
御

宇
白
鳳
二

季
酸
、

麿

子

親
王

忽
感
霊

夢
、
早
改
彼
伽
藍
可
遷
作
于

役
行
者

練
行
之
砌
云

弋

親
王

夢

餓

神
動

吉
凶
難
測
、

写
顕
有
渭
以
瑞
夢
之

趣
、
達
明
君
之
聞
、
忝
降
柴
泥
之
新
命
、

立

花
界
之
旧
蹤
云
气
　

親
王
即
相
伴
勅
使
三
品

刑
部

卿
親
王

靉

敍

、

ゑ

役

行
者
之
庭
、
爰
行
者
聞
夢

想
之
旨
、
拭
随
喜
之
涙
、
披
勅
宣
之
状
、
含
感
歎
之

咲

、
永
以
此
勝
地
奉
施
彼
伽
藍
、
山
水
蓄
奇
、
草
樹
含
異
、
時
処
相
応
、

感
応
道

（
逎
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壬

交
者
歟
云
゛
ヽ

仍
親
王
速
欲
果
口

寺
之
願
之
処
、
去
朱
雀
元
年
町
に
五
月
日
、
大
友

大
政
大
臣
争
王
位

起
謀
叛
、
天

皇
廻
計
帷
帳
之
中
、
得
勝
於
万
里
之
外
、
然
而

余

気

未
尽
、
一
天
不

謐
之
開
、
造
営
志
自
鉄
遅
口

遂
乃
始
自
白
鳳
十
四
年
匹

二
月
十

五

日

、

至
ｆ

同

白

虱
十

六

年

所

、

経

首

尾

五

年

堂

塔

僧

房

等

、

如

経

始

之

昔

、

漸

企

成
口

之

功

、

終

安

満

月

尊

、

但

今

度

金

堂

丈

六

金

色

弥

勒

并

土

像

也

、

御

身

中

奉

納

金

銅

一

擽
半

孔

雀

明

王

像

一

躰

、

此

仏

像

行

者

多

年

御

本

尊

也

、

兼

又

今

度

披

副

安

置
四

天

王

像

一

躰

者

、

依

役

行

者

祈

願

力

、

白

白

済

国

渡

万

里

煙

浪

、
忽

（
孔
脱
力
）

然

飛

来

給
云

゛
ヽ

又

金

堂

前

有

Ｔ
言
主

神

明

座
石

、

行

者

於

此
石

砌

、

久

勤

修

雀

明

王

秘

法

、

令

祈

念

興

隆

仏
法

利

益

衆

生

願

、

以

高

麗

国

恵

観

僧

正

、

為

開

眼

導

師

、

調

供

養

之

儀

、
道
具

驚

眼

、

沈

壇
飛

煙
、

苔
萄

掫

色

、
欲

色
諸
天

悉

集

、

人

顫

庶

類

無

編

、

鄭

重
不

可

得

講

、

于

時

役

行

者

自

金

剛

山

来

法

会

庭

、

言

在

家

高

諸
　

寺
　

縁
　

起
　
四
　

種

祖
両
人
、
即

高
賀

茂
老
翁
間

駕
介

麿
子
是
也

、
二
同
姓
自
専
渡
都
岐
麿
子
是
也

云

气

愛
蔵

私
領
山

林
田
白
｀
数
百

町
、
永
嗇
施
入
当
寺
事
畢
、
実

我
等
是
四

衆
帰
依
之
濫
觴
也
、

抑
又
非
一
天
興
隆
之

道
場
哉
矣
ヽ
　一
当
寺

極
楽
之

曼
荼
羅
事
、

右
当
寺
宸

初
建
立

之

後
ヽ

送
百

五
十
二

歳
星

霜
ヽ

大
炊
天

皇
御
字

人
代
四
十
七
王
、
天
武
天
皇
孫
、
一

品
舎
人
親
王
第
七
子
、
号
淡
路
癈
帝
、
有
子
細
ヽ

有
一
臣
下

、
世
号
横
佩
大
納
言
尹

統

朝
臣
、
賢

知
世
之
神

才
也
、

在
鐘
愛
女
、

被
養
倚
窓

中
、
長
冫
羅
帳
之
下
、
其

性

清
索
不
染

紅
塵
、
軽

人
間
栄
耀
、
志

偏
通
弥

陶
陶
願

海
、

事
林
下

幽
閑
、
深
口

安

養
之

煙
霞
、
自
書
写

称
讃
浄
土
経
一
千

卷
、
開

題
講
揚

被
安
置
宝
蔵
、

記
文
不
改

露
占
猶
鮮
、
其

後
天

平
宝
字

七
年
四

六
月

十
五
日
、

落
蒼
花
帰
仏
乗
、
抽

丹
心
祈

菩
提
、
親
臨
道
場

、
殊
立
誓
約
、
我
若
無
見
生
身
弥
陶
、
永
不

出
伽
藍
之
門
閥

、

更

契
七
日
光
臨
、
専
期
満
月

照
臨
、

懇
念
不

緩
、
匪
石

之
誠
至
深

、
冥
応
無
暗
。

（
上
力
）

明
鏡
感
盍
及
、

然
間
同
月
廿
日
酉
剋
、
一
尼
忽
然
化
耒
、
容
色
鮮
口

挟
酸
鴒
相
示

云
ｅ

倩
見
慇
懃
之
儀
ヽ

不

堪
感
歎
之
田
代

汝
年
来
為
顕
仏
像
ヽ

頗
雖
集
蓮
糸
ヽ

機

（
遑
力
）

感
未
熟
誓
願
如
虚
、
速
欲
見
九
品
之
教
主
、
重
宜
稍
儲
百
駄
口

茎
、
仏
種
者
必
従

因
縁
生
起
故
也
云
゛
、
本
願
禅
尼
見

聞
此
事
、
踊
躍
雖
余
身
随
喜
徹
骨
、
仍
注
化

人
之
告
、
驚
聖
王
聴
、
忝
垂
叡
感
紹
命
、
即
忍
海
連
承
宣
旨
、
催
廻
蓮
茎
、
於
近

国

巾
纔
経
一
両
日
、
九
十
余
駄
之
蓮
出
来
、
化
大
自
折
蓮
茎
、
絡
出
乱
糸
克
調
糸
、

已
始
堀
清
井
、
水
湛
之
浪
溶

々
、
臨
水
濯
糸
、
其
色
自
然
五
色
、
傍
人
覩
之
莫
不

差
歎
、
至
同
廿
二
日
之
夕
、
有
女
人
化
来
、
容
貞
端
厳
、
不
可
得
称
、
女
人
同
化

尼
、
聞
導
蓮
糸
已
被
調
得

哉
如
何
、
容
々
余
也
、
即
捧
糸
授
之
、
因
茲
化
女
執

藁

二
把
、
浸
油
二
升
、
用
為
燈
燭
、
至
道
場
乾
之
角
、
戌
終
至
寅
始
三
更
之
間
、
巧

懸
蓮
糸
於
機
上
、
織
顕
仏
像
夜
中
畢
、
以
竹
為
軸

ぺ
天
転
匹
皿
云

、

織
女
敬
頂
戴
　

丿

於
一
丈
五
尺
曼
陀
羅
、
以

奉
懸
化
尼
願

主
両
人
之
前
、
其

後
女
人
如

電
光

消
不
知
　

９
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

行
方

、
化
尼
依
観
無
量
寿
経
誠
説
、
開
旨

大
受

陥
羅
幽
旨

、
観
夫
曼
荼
羅
庄
厳
奇

麗

厳
餝
也
、
貫
珠
定

恵
解
之
光
、
互
輝
申

金
似
瑩
紫

摩
黄

金
之
色
陜
日
、
南
之
縁

一
経
発
化
之
序
分
也
、
禁
母
之
往
毆
歴
之
如
見

、
此
縁
者
三
昧
正
受

旨
帰
也
、
善

男
女
之
観
門
、
明
々
無
暗
、
仰
中
台
者
即
四
十
八
願
荘
厳
之
浄
土
皓
然
于
眼
前
、

巓
下

方
乂
上
中
品
来
迎
花

台
、
于
心
中
森
羅
、
是
則
弥
宅
知
願

之
力
遷
他
力
於
日

域

之
雲
、
大

聖
定
恵
之
徳
、
西
土
於
南
浮
之
堺
、
当
知
一
塵
法
界
本

来
無
尋
、
大
小
長

（
一
蕾
誤
力
）

短

豊
論
定
相
、
今
希
有
而
得
見
、
誰
不
生
難
遭
之
想
、
何
商
暫
被
当
機
、
而
示
現

応

相
而
已
乎
、
即
是
遙
期

遐
代
而

宜
施
利
生
、
重
作
四
句
之

偈
頌
、
密
示
二
重
之

（
迦
力
）

往

縁
、
往
昔
遂
葉
説
法
所
、
今
来
法
基
作
仏
事
、
卿
懇
西

方
、
故
我

来
、
一

入
是
場

永
離
苦
、

当
知
此
処
即
古
仏
経
行
之
庭
、
霊
仙
窟
宅
之
境
也
、
朝
野

遠
近
懸
持
於

（
扁
誤
）

曼

陥
荼
者
、
老
少
尊
早
運
歩
於
伽
貶
者
、
自
除
災
与
楽
之

達
望

、
至
浄
土
菩

提
之

深
益
、
機
縁
雖
臨
仰
而
不
虚
、
于
時
本
願

禅
尼
、
且
正
拝
生
身
御

応
相
、

且
委
受

化

人
之
教
訓
、
泣
顧
宿
願
純
熟
、
伏

喜
仏
陀
之
加
被
、
嗚
呼

妄
想
障
重
本

雖
隔
望
、

於
安

養
之
御
而
見
感
深
、
今
落
涙
於
未
曽

有
之
境
、
従
今

日
至

成
仏
、
軽

命
而
専

可

守
、
鏤
骨
而
豊
敢
忘
、
抑
我
善
知
識
何
所

来
乎
、

叉
彼
織
女
誰
人
乎
、
化
尼
容

々
汝
不
知
乎
、
我
身
是
西

方
極
楽
世
界
之
教
主
也
、
織
女
即
我
左

脇
弟
子
観
音
大

井

也
、
以

本
願

力
古

来
令

安
慰
汝
也
、
出
離
生
死
之
期
已
得
境
、
往
生
極

楽
之

行

朶
可

足
、
深

知
慈
恩
、
可

報
仏

徳
、
如
此
再
三
相
隘

慇
懃
也
、
其
深
也
、
其
後
化

尼

指
西
方

入
馴
雲
畢

、
方
今
願
主
魂

悦
忽
思
悄
然
、
禅
容
去
無
蹄
、
只
寄
思
於
西

刹

蓮
台
雲
、
慈
訓
留
多
残
、
趾
袂

於
東

垂
蓬
趾
之
暁
露
、
唯
願

飜
今
生
永

離
之
愁
、

為

浄
土
再
会
之

縁
、

余
降
曼
陀
羅
之
名
称

広
聞

異
邦
、
霊
像
之
帰
依
普
及
諸
憂
、

況
乎
禅
尼
瞻
仰
之
窓
前
秋
月
已
老
、

観
想
之
床
上
春
風

幾
廻
、

送
十
余
年

彼
光
任

天
ヽ

光
仁
天
皇
御
｛

宝

亀
六
年
Ｅ
ご
看
春
三
月
之
天
中
句

第
四

朝
ヽ

如
宿
願
遂
往
生

旱

、
時
青
天

高
晴
紫

雲
斜
聳
、
音

楽
西

聞
聖
衆
東
來
、
端
坐
頭
忸
寂
然
気
絶
、
面

色
特
鮮
形
容
如
咲
、
凡
厥
平
生
霊
徳
臨
終
之
奇
瑞
、
連
綿
不
逞
羅
縷
而
己
、

（
マ
マ
）

建
長
五
年

Ｅ
四
廿
且
逮
屈
幣

川

表

書
云
　
　

｀

’
　
　

彖

体

付

私
云
以
此

本
大
受

團
　
少
日Ｊ

Ｉ
‐
’ｊ

当

麻

寺

彩

起

羅
堂
為
修
理
之
勧
進
帳
ざ

と
Ｆ

一－

―`

三
　

明

通

寺

縁

起
　
　
　
　
　
　
　

一

帖

紙
本
墨
書
　

折
本
装
　

南
北
朝
時
代
（
応
安
七
年
）
写
本

縱

２
９
.　Ｏｃ
ｍ
　
　

横

１
１
.　ｓ
c
m
　
紙
数
４

枚
（
1
4折
）
　（
御
経
蔵
第
九
三
箱
の
中
）

明

通

寺

は

福

井

県

小

浜

市

に

あ

り

、

古

来

若

狭

国

第

一
の

名

刹

と

し

て

最

も

由

緒

の
あ

る
寺

で

あ

る

。

本

縁

起

の

成

立

は

奥

書

に

も

あ

る

如

く

文

永

七

年

十

一
月

で

あ

る

が
、

本

書

の
書

写

は

応

安

七

年

四

月

二
十

五

日

で

、

筆

写

は
栄

鉐

で

あ

る

。

栄

砧

な

る
人

物

に

つ

い

て
は

詳

で

な

い

が
、

多

分

明

通

寺

の
僧

で

あ

ろ
う

。

本

書

の

書

写

は

前

述

の

如

く

応

安

七

年

で

、

明

通

寺

縁

起

と

し

て

は

最

も

古

い
写

本

の

一

つ
と

い

う

こ
と

が
出

来

よ

う

。

従

っ

て

参

考

ま

で

に

本
書

の
全

文

を

こ

こ

に
紹

介

す

る

こ
と

に

し

た

。

な
お

巻

苣

に
は

「

仁
和

寺

」

の
墨

書

と

、「

仁
和

寺
」

の
額

形

朱

印

が

あ

る
。

句
読

点

は

原

本

に

は

見

ら

れ

な

い

が

、
便

宜
上

筆

者

が
加

え

た

も

の
で

あ

る

。

（
表
紙
表
題
）

「

明
通

寺

縁

起
」

坂
大
将
軍
鎮
守

府
大
納
言

坂
上
出
村
丸
本
記
事
、

２Ｊ



右

明
通
寺
者
、
若
狭
国
遠
敷
郡
松
永
庄
之
内
在
之
、
国
中
無

雙
之
甲
堀
、
三
郡

超
過
之
霊
場

也
、
本
仏
者
十
二
大
願
聖
客
衆
病
悉
除
之
本
誓
無
誤
、
脇
士
者
二

六
神
将
之
忿
形
悪
隴
降
伏
之
悲
願
有
侍
、
故
自
東
旦
酉

仰
崇
帰
依
之
人
、
継
踵

而

勢
々
、
于
朝
于
暮
、
恭
敬
合
掌
之
輩
交
袖
而
辿

々
、
然
問
其
往
昔
尋
彼

創
者
。

（
忝
）

右

近
衛
大
将
坂
上
卿
建

立
伽

藍
也
、
所
由
者
、
白

柏
原
天

皇
参
賜
当
国
之
国
司
、

令
知
行
之
問
、
葛
井

親
王

之
女

春
子
女
御

、
奉
為
産
生
平

安
之
祈
祷
、

晢
勝
地

欲
凰一
肩

七

時
ヽ

国
中

仁
可

妖
処
衵
尋
欠
ヽ

遊
行
之
砌
ヽ

松
永
之
庄
内

有
一
深

山
号
寺
谷
ヽ

山
峯

聳
紫
雲
日
々
不

異
霊
山
崛

宅
之
堺
ヽ

膰
光
明
夜
々
殆
崢
浄

瑠

璃
之
界
赫
奕
、
誠
仁
将
軍
成

恠
、
行
有
彼
所
、
効
験
掲
尚
之
辺
、
利
益
殊
勝
之

㈲
也
、
旧
村
丸

心
中

悦
喜

無
極
矣
故
示
此
圸
定
伊
王
霊
場
ヽ

遂
以
大
同
五
年

班

八
月
八

日
、

建
精
舎
崇
尊
像
匹
鉢
に
伽
味
作
皿
、
最
初
建
立
之
次
第
大
概
如
斯
欠
、

一

本

檀

那

田

邑

麻

呂

大

納

言

事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
以
生

（
後
誤
力
）

坂

上

田

邑

麻

呂

大

納

言

者

、

自

前

沒

高

祖

皇

帝

卅

八

代

、

自
口
彼

漢

光

武

皇

帝

十

（
後
眼
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
後
謨
力
）
　
　

く

‘じ
申

‘
　
　
　
　
　

’ヽ
　

・ヽ

九

代

、

自
任

漢

孝

霊

皇

帝

十

三

代

、

自

彼

漢

阿

智

剛
一
四
心
郷

万

慥

琵

幹

夢

谷

韭

靉

言

言

衽

贈

十

一

代

之

孫
ヽ

贈

大

納

豆

二

等

苅

示

飃

一
男

１

心

皿

四

前

本

ヽ

大

高

祖

皇

帝

提

三

尺

劔

有

天

下

ヽ

光

武

皇

帝

代

劉

玄

更

始

有

国

夊
　
　
　
　

（

衍
こ

井

見

漢

印

之

儀

″
余

来

代

々

代

四

海

之

鯨

鯢

、

九

上

之

風

塵

者

、

是

非

他

氏

、

偏
在
此
家
而

己
夊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

ヤ
こ

。’、

宝

亀

十

一
年

近

衛

将

監

補

、

砠

广

十
四

年

仟

征

夷

将

軍

正

四

位
下

近
衛
中
将

越
後
守
、
同

年
二
月
兼
木
工
頭

、
同
年
ｔ

一
月
叙
従
三
位

、

つ

ヤ
）

同

廿
二
季
二
月
任
形
部
卿
、
同

廿
三
季
正
補
陸
奥
出
羽
按
察
使
、
同
廿
四

季
任

参
議
、
弘
仁
元
爭
敍
正

三
位
任
中
納
言
、
同

季
九
月
任
大
納
言
（

み
皿
Ｅ
衛
ヽ

弘

仁
二
季
五
月
廿
三
日
丙
辰

奄
而
薨
、
干
時

御
季
五
十
四

歳
、
身

長
五
尺
八
寸
、

諳
　
寺
　
縁
　
起
　
四
　
種

習

二

作

兜

ノ

言

冊

鸚

談

ご
ヽ

（
別
筆
）「

昃
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
畢
力
）

一

最

初

建

立

之

後

、

経

一

百

卅

七

歳

之

皐
一

霜

、

不

図

堂

舎

焼

失

草

、

於

斯

止

住

久

脩

禅

門

ヽ

抛

三

衣

一

鉢

ヽ

仰

天

伏

地
ヽ

無

極

悲

欺

之

懿

仁
ヽ

遥

避

一

里

在

深

山

、

白

彼

山

―
中

、

放

金

色

之

光

明

而

熈

、

焼

失

之

本

堂

之

跡

、

僧

侶

成

不

思

議

之

念
ヽ

相

尋

光

明

於

行

見

ヽ

在

大

般

石

ヽ

彼

翁

之

上

尊

像

立

御

坐

響

匹
則
片

’一”。
、`廴
　

等

岩
　
　
　
　

（
間
筆
）「
改
」

リ

、

千

時

国

司

政

棡

寺

号

明

通

寺

、

実

未

胄

有

之

霊

仏

、

不

可

量

之

尊

像

也

、

弋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晦

吏
不

可

勝

計

者

山
、

嗚
呼

賈

生

身

如

来

者

、
黄

金

之

色

身

空

交
・
檀

之

煙

、
今

木

像
尊
像
者
恭
白
檀
之
膚
、
飛
免
炎
上
之
難
多
、

頭
哉
、
其
後
一
人
聖
人
出
来
、
本
堂
造
立
（

皿

知
識
、
故
才
木

雖
貯
山
林
、
更

無
人
夫
之

使
、
故
誰
人
不
致
帰
依
、
何
輩
不
傾

ヾ
　
　
　
　（
こ
こ

躯
鋩

、
老
身

狐
独
而
可
八
Ｕ

佰
此

事
悲
欺
之
処
、
大
雨
幀
降
、

洪
水

殆
漲
之
間
、
本

堂
之
辺
憐
才
木
、
皆

共
流
留
、

成
聖
人
悦

喜
、
国
中

人
民

寛

孔

贍

ヽ

季

世
遂
建
立
造
功
畢
、

建
立
以

後
聖
・
身
指
西
方
去
一
七
ヽ

次

一
百
廿

歳
之
後
、
焼

亡
之

難
在
之
、
先
様

木
仏
更
飛
不
焼

パ
腫
Ｊ
、
次
以

建
久

季
中

之
比
、

復
炎
上
之
難

出
来
、
本

尊
焼

有
披
露
之
処
、
炭
信
之
中
見

者
、
三

十
二
妙
相
当

煙
如
殆

赤
栴
檀
之

尊
像
、

在
世
難
有
末

代
不

思
議
皀
、
見
人

莫
不

成
奇
特
之
思
、
間

者
莫
不

流
随

喜
之
涙
、
爰
以

長
谷
清
水
之

観
音
、
不

免
一
度

火
災
之
難
、
当
国
明

通
寺
薬
師
不
遇
三

度
焼
失
之
甦
、
是

実
生
身
之
如
来
法
身

之
仏
也
、
雖
四
百

七
十
五
季
之
星
霜

、
旧
慈
悲
猶
末
代

新
人
中
天

上
殊
勝
之
霊

仏
ヽ

跫

当
来
芻

木
尊
凡

才

公

人
出
来

谷

且

雛

機

、
彼
弟

頴

子

皆

共
尊
像
行
久
修
練
行
人
也
、
彼
厳
西
在
弟
子

皿
皿
づ
加
念
云
々
ヽ

藍
僧

梟
悪
之
身
、
院
主
職
相
続
云
於

斯
地
頭
方
不

叙
川
之
、
然
間
木
仏
夜
中
愉
出
同

国
三
方
郷
月

輪
寺
本
堂
拳
秘
之
、
即
時
露
顕
、
彼

僧
難
逃
白
過
、
終
関
東
六
波

2 ５



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

感

受

卜

気

炎

恚

ヰ

畄

員

え

詰

難

穀

殷

牡

頡

Ｔ

ｎ

此
間
当
寺
僧
侶
不
住
也
、
り
飮
行
者
相
尋
砌
、
阿
闍
梨
勝
賢（

四

以

事
便
止
住

当
寺
房

舎
、
興
隆
禅
門
、
相
語
崇
仏
法
写

経
論
稱
、
天

長
地
久
御
願
円
満

奉
祈
、

宝
治
元

年
丁

春
鎮
守
権
現
御
殿
造
建
ヽ

同
二
季
大
鳥
居
薀
屋

建
立
ヽ

人
命
不
定

未

也
ヽ

不
図

建
長

五
季
正
月
廿
六

囗
死

去

丿
匹
十
ヽ

彼
勝
賢
阿
闍
梨
弟
子
四
十

余

人

之
中
、
以

阿
闍
梨

頼
禅
、
当
寺
付
属
旱

、
然
間
頸
禅
付
属
以
後
、
所
起
之
堂

舎

目
録
次

第
事
、

一
　

”‐
　

と

三

間
四
面
一

丈
二
尺
間
、
檜
皮
葺
．
用
途
一
千

余
石
、
人
夫

本

堂

一
吁

一
万

二
千

人
也
、
正
嘉
二
季
歳
次
丁
巳
四
月

十
日
棟
上
畢

匸

一
王

堂

一

宇

に
四
皿

門
　

文

永
元

年
Ｊ一
四

月

廿

六

日

建

立

一

本

筮
供

養

皿

緋
琵
Ｊ

囗

文

永

二

季

九

月

五

日

匸

一
王

堂

供

養

う
皿

囗

文

末

三

季

正

月

廿

六

日

一

洪

鐘

一

口

鯛
皿
（

十

文

永
四

季

三

月

三

日

一
　

重

欠

塔
　

・
’・
尺

迦
像
井
普
・（

像
各
一
体

三
　
冫
工
　

一

基

奉
安
置
之
、
文
永
七
年
十
月
十
三
日
棟
上
畢

抑
以

前
所
修
造
堂
造
仏
之
廻
向
諤
、
奉
為
金
輪
聖
主
天
長
地

久
御
願
円
満

也
、

兼
国

吏
天
下

、
安
穏
泰
平

、
諸
人
快
楽
、
当
寺
繁
昌
、
法
界
無
差
故
也

文
永
七
年
十
一
月
冂
　
　
　

注
之

正

応
五
年
Ｅ

六
月
十
八
日

院
主
権
律
師
頸

禅
往
生
摂
州
溝
杭
所
生

と
年
八
十
二

歳

干

時
応
安
七
年
匹
卯
月
廿
五

若
州
明

通
寺

後
谷
日

光
坊

書
写

旱

雖
為
如
鳥
跡
興
隆
仏
法
故
也
　

栄
結

四
　

和
州
橘
寺
勧
進
帳

一

巻

紙
本
墨
書
、
巻
子
本
、
紙
背
消
息
　
鎌
倉
時
代
（
弘
安
六
年
）
写
本

縦

２
４
.　Ｏｃ
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
塔
中
蔵
第
四
四
箱
の
中
）

弘

安
元
年
（
に
詔

）
橘
寺
修

造
の
際
の
勧

進
帳
の
写
本

で
あ
る
。
本
文
末
尾
の

日
附
か
ら

も
明

な
如

く
弘
安
元
年
九
月

に
作
ら

れ
た
も
の
で
、
奥

書
に
よ

れ
ば
こ

の
作
者
は
定
円
で

あ
る
と

い
う
。
勧
進
の
趣
意
を
述

べ
る
に
当
っ
て
、
橘
寺
の
縁

起
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
史
料
的
価
値
が
高

い
。
本
書
に
よ
れ
ば
建

長
年
間
に
覚

空
上

人
が
当
寺
の
修

造
を
行
っ

た
が
、
半
ば
に
し
て
挫
折
し

た
。

そ

こ
で
弘
安
元
年
に
至
っ
て
再
び
当
寺
住
侶
の
間
か
ら
営
作
の
企

が
起
り
、
勧
進
を

行
う

こ
と
に

な
っ

た
。
こ
の
時
修

造
を
計
画
さ
れ

た
の
は
食

堂
、
浴

室
、
経
蔵
、

鐘
楼
、
僧
房

等
で

あ
っ

た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
勧
進
に
よ
っ
て
、
当

寺
の
修

理
が

ど
こ
ま
で
果

さ
れ
た
か
は
明
で

な
い

が
、

鎌
倉
時
代
中
期
の
当
寺
の
事
情
を
知

る

上
で
重
要
で

あ
る
。
特
に
当

時
の
史
料
は
現
存
す

る
も
の

が
極

め
て
乏
し
く
、
寺

史
を
知

る
上
で
貴
重

な
史
料
と

い
っ
て

差
支
え

な
か

ろ
う
。
し
か

も
本
書
の
書
写

は
成
立
後
約
三
ヶ
月
し
か
経
過
し
て

い
な
い
弘
安
元
年
十
二
月
十

日
で
、
原
本

が

知
ら
れ
て

い
な
い
現

在
、
作
製

と
殆

ど
同
時
期
に
写

さ
れ

た
本
書
の
舁
在
は
珍
重

す

べ
き
も
の
で

あ
る
。
な
お
原
文
に
は
振

仮
名
、
送

仮
名
、
返
点

が
記

さ
れ
て

い

る
が
、
こ

れ
は
す

べ
て
省

略
し

た
。

句
読

点
は
筆

者
に
お

い
て
加
え

た
も
の
で

あ

る
。

巻
首
に
「

心
蓮

院
」
、
巻
末
に
「

仁
和
寺
、

心
蓮

院
」

の
長
方
朱
印

が
あ
り
、

表
紙
、
軸
は
共
に
後
世
の
修
補
に
か
か

る
も
の
で
あ
る
。
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（
表
紙
表
題
）

「

和

州
橘

寺

勧

進

帳

定
円
法
印
筆
」

誚
蒙
十
方

釛
成
令
遂
一
寺
修
造

状

副仏
閣

僧
坊
浹
会

等
目

録

右

八
万
四
千

歳
之
寿
域
焉

、
成
目
五
歳
濁
乱
之
慈
願
、
九
万
三
千

人
之
得

道
矣
、

莫
非
一
人
勧
化
之

勝
縁

、
我
願

既
同
劫

簸
極
減
之

善
巧
、
衆

望
盍
慣
頻
婆
広
大
之

嘉
縦
者
乎
、
伏
惟
当
寺
者
、

推

古
天

皇
治
馬
台
之
古
、
救
世
菩

薩
在
竜
楼
之
世

、
縡

起
　

叡
念
、
肇

拓
洪

基
、

清

凍
中
殿
之
変
花
界
也
、
自
伝
三

台
宮

之
風
、
逸
多
大
土
之

耀
月
輪
也
、
未
隔
六

欲
天
之

雲
、

勝
髫
開
演
之
夜
、
天
感
降
蓮
華
之
瑞
、
精

舎
建
立
之
後
、
俗
呼
留
橘

袒

之
名
、
本

称
菩

提
寺

、便
是

三

菩
提
証
得

之
霊
場
也

、
古

号
仏
頭
山
、

寧
非
千

仏
頭
出

現
之

勝
地
哉
、
加
以
斑

鳩
太
子
、
種

だ
之

亀
鏡
多
納
毆

於
斯
処
、
蒼

鷹
指

南
片

々
之
鴛
瓦
、

遂
堀
出
於
近
郭

、
礼

之
則
大
権
之
昔
化
不

遠
、
得
之
亦
中

興
之

時
至
無
疑
、
何

唯
供
僧

伽
裹
衣

於
那
蹈
国
巾
、
甘
雨
消

一
天
之
災
、

理
仏
説
利
函

於
王
舎

城
外
、
香
燈
留
百
年

之
光
而
巳
哉

、
凡
太
子

於
此
示

誕
応

、
太
子

於
此
転

浹

輪
ヽ

太
子

於
此

歛
鬢
髪
ヽ

太
子

於
此

安
霊
像
一
。一
蔀
酢
範
略
地
蔵
、

奇
異
独

秀
于

四
十
六

箇
之
伽
藍

、
利

益
猶

盛
于
六
百

余
廻
之
暦
草
、
然
而
雲
楯
卮

軒
之
構
、
星

霜

積
分
或
有
無
薙
襟
蓆
衲
之
栖
、
荊
棘

塞
分

時
来

往
、

々
々
之
客

皆
掩
涙
、
止
往

之

侶
那
堪
悲
、
彼
嘉
頑

有
本
願
聖
主
之
霊
託
、
雖

仰
鑒
計

於
向

後
、
建
長
有
覚
空

上

人
之
精
誠
、
雖
励
営
作
於
其
時
、
莫
大
之
企
　

一
半
未

成
、
爰

住
侶
等
相
議

日
、

不

考
不
鳴
、

金
石
之
類
取
崩

、
無
勧
無
施
土
木
之
功

、
可
知

、
早
唱

都
鄙
之
知
識
、

宜
蒙

道
俗
之
助

成
、
因
茲

載
肝
要

之
条
、
自

於
別

紙
述
心
願
之
本

意
於
此
状

、
於

諸
　
寺
　
縁
　
起
　
四
　
種

戲

遺
音
絶
分
幾
廻
隔
聞
者
、
勝
勢
大
会
之
秋
風
、
真
影
留

分
三
躰
係
係
葬
者
、
等

覚

無
垢
之
勝
月
、
欲
興
行
之
無
会
析
、
欲
安
置
之
無
道
場

、
況
復
浹
華
不
断
之
転

読
者
、
遙
憶
信

勝
尼
之
素
意
、
弥
陀
相
続
之
称

念
者
遠
慕
曩
謨
仏
之
杓
言
、
転
経

者
寄
附
之
料
田
已
空
、
念
仏
者
勤
行
之
浄
場
未
構
、
厥
外

食
堂
浴
室
経
蔵
鐘
楼
要

框
寔
繁
修
営
靆
及
、
就
中
僧
舎
不
全
、
衆
園
有
名
弊
廬
雨

滴
、
佶
夏

七
中
之
居

止

尚
不

安
、

斜
窓
風
隠
長
斎
々
、
前
之
供
養
父
欲
闕
、
若
不

羨
観
音
垂
跡
之
跡
者
、

豈
可
忍

我
忍

等
無
像
之
像

乎
、
抑
朝
野
遠
近
之
辨
因

果
、
緇
素
貴
賤
之
値
仏
浹
、

偏
是
依
太
子
之
方

便
、

誰
不

報
化
主
之
恩
徳
、
不

報
恩
者
既
為
人
身
之
底
栗

車
、

欲
酬

徳
者
須
治
聖
跡
之
阿

蘭
若
、
事
之
極

也
、

理
之
至

也
、
然

則
小

施
非
小
、

聞

練

衆

蚊

之

成

雷

、

怪

資

勿

怪

、

見

積

羽

之

沈

舟

、

但

能

取

頼

衆
蚊

之
成
雷
、

怪
資

勿
怪
、
見

積
羽
之
沈

舟
、

但
能
取
頼

信
之
珎
固

、
不
可

論
檀

施
之
多
少

者
也
、
寺

院
複
旧
製

者
、
国
家

弥
安

寧
、

僧
侶
凝
新
誠
者
、
君
子

益
歓

人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　Ｘ

娯
、
世

行
憲
章
守
貴
草
之
十
七
条
・
保
遐
寿
、
伴

大
栫
之
八
千

歳
、
惣

令
若
男
若

女

若
出
家
之
輩
、
悉
結
一
塊
一
塵

一
浄

土
之

像
、

仍
勧

進
如
件

弘
安
元
年
九
月
　
　

囗

住
侶
等
敬
白

弘
安
元
年
十
二
月
十
日

書
写
之

是
定
円
法
印
制
作
云
ｔ
　
　

厳
経

（
田
　

中
　
　

稔

）

２Ｚ


